
日本の文化を体験
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　オランダ王国ノールトワイケルハウト市レーウェ
ンホルスト中高学校の生徒12人が姉妹都市交流事
業（高校生短期留学）の一環として本市を訪れました。
　生徒はパートナーの家庭へホームステイしながら、
市内の中学、高校を訪問し、日本の文化や学校の授
業を体験しました。授業では書道や折り紙陶芸など
を体験し日本の文化に親しんでいました。
　来年の１月には、今回受け入れした日本人生徒が
オランダを訪問し、ホームステイや交流プログラム
を通して、オランダの文化を体験する予定です。
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14
11 プログラミング教育を体験

　紐差小学校体育館で、プログラミング教育体験の
授業が行われました。
　授業では、ロボットが行う動作は、すべてコン
ピュータによってプログラミングされていることや、
そのプログラムの仕組みや操作方法などについて説
明がありました。
　その後、児童はタブレットを使って、言葉や動き
を1つ1つプログラミングし実行しました。そして、
目の前のロボットが動いたり会話したりする様子に、
驚きながらも楽しく笑顔で学習していました。

　戸石川町の下田フミさんが100歳のお誕生日を迎
え、黒田市長が入所先の特別養護老人ホームあんの
んを訪れ、花束と記念品を贈り長寿を祝いました。
　フミさんは旅行が好きで、名古屋や北海道に行っ
たり、老人会の旅行などにも積極的に参加していた
そうです。現在もとてもお元気で、施設ではカラオ
ケサークルに参加し、大好きな歌を歌うなど楽しん
でいます。
　お祝い式では、ご家族や施設職員の皆さんに囲ま
れて祝福されました。

元気に100歳を迎えました11
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10 さまざまな催しでにぎわう

　平戸文化センターで「平戸市福祉健康まつり」が開
催されました。会場では、保育園児によるアトラク
ションのほか、障がい者スポーツ体験や、作品展示、
相談コーナー、キッズ広場、子ども服のフリーマー
ケットなど多彩な催しが行われ、子どもからお年寄
りまで約4,400人の来場者でにぎわいました。
　午後からは、障がい者長崎打楽団「瑞宝太鼓」によ
る勇壮な太鼓の演奏が行われ、太鼓が奏でる迫力あ
るすばらしい演奏に、訪れた皆さんは聞き入ってい
ました。

　中・高校生の皆さんが、税について学校や自身の
経験などを通して学んだことを作文にした、平成
30年度「税に関する作文」の表彰式が市役所で開催
されました。
　国税庁が募集した「高校生の税に関する作文」（平
戸市内718点）と、国税庁と全国納税貯蓄組合連合
会が共同で募集した「中学生の税についての作文」
（平戸市内648点）の２部門で、高校生4人、中学生
８人が表彰を受けました。受賞者の皆さんは、税に
対する意識がさらに高まった様子でした。

税について考える12
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　九州オルレ平戸コースで「平戸秋風オルレ」が開催
されました。
　当日は、快晴のもと、県内外から178人が参加し、
秋の心地よい風が吹く中、川内峠や寺院と教会の見
える風景など平戸の観光スポットなどを見ながら、
軽快に歩いていました。
　途中の休憩ポイントでは、特製のお弁当、うちわ
海老の味噌汁や平戸スイーツも振る舞われ、参加し
た人たちは、自然・歴史・食など平戸の魅力を存分
に堪能していました。

秋風の平戸路をオルレウォーク11 
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いっぱいのごちそうに舌鼓11
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　生月町船員福祉会館で「第３回生月んおごっつぉ
祭りin舘浦」が開催されました。
　この祭りは、生月地区を盛り上げようと開催され
ています。この日は、生月の食材を使った「およば
れ料理」が振る舞われ、皆さん地元の昔ながらの料
理に舌鼓を打っていました。
　また、生月町出身で現在は福岡を拠点として音楽
活動をしている松本孝太郎さんとその仲間たちによ
るライブコンサートも行われ、素敵な歌声と演奏に
会場は大変盛り上がっていました。


